











いJ 1)。これは， 1894年に刊行されたウェッブ夫妻の f労働組合主義の麗史J (以下，
F虚史3 と略記)の第 7章「新!日の労働組合主義」で示された見解である。みられる
ように，かれらはイギリスを含めた国際労働組合運動の広がりを労働組合運動の向上
とみなし，それを次の著作 F産業民主制論J (以下~民主総』と略記) (1897年)で
分析することを約束していた。
ところが~畏主制』では，付録の第 2 章の「自由貿易論争における産業的寄生主
義とナショナル・ミニマム政策の関係J (以下 r自由貿易論争J 章と略記)での分析
を除いて刊労働組合主義の間瞭関係に関する叙述はほとんどみられない。しかも，
1) S. and B. Webb， The Histoη 01 Trade Unionism CLondon 1894) p‘408‘荒焔勝三・山JlI均
訳 F労働総合運動史J C叢文鴎， 1920年)445-446真。本稿は，邦訳繋がある文献はそれぞれ参
照したが，訳語は適笈差し替えて使用した。





























Cole， The Second lnternational1889-1914， part 1， 2 (London 1956)， ].Braunthal (translated 
by H. Collins and K. Mitche]])， Histoη01 the lnternatioηal 1864-1914 (London 1966)， D. ]. 
N ewton， British LabouηEuroPian Socialism and the Struggle lor Peace 1889-1914 (Oxford 
1985)， W. Z.フォスター(インタナショナノレ研究会訳) r三つのインタナショナルの箆史J(大月
書底， 1957年)，西JI!正雄「第二インターナショナル一一形成期に関する試論 J r岩波議座
世界歴史22 帝国主義時代 1J (岩波書庖， 1969年)455-485頁。1.ジョル(池田・紙菌寺訳)
f第二インタ- 1889~1914J (木鐸社， 1976年)






cf. L. Barrow and 1. Bullock， Democratic ideas and the British Labour movem飢え 1880-
1914 (Cambridg巴 1996)pp. 30-43. 
ウェッブ夫妻きにおけるインターナショナル・ミニマムとナショナル・ミニマム 149 
そして，この経験は，かれが1892年に LCC(ロンドンチ1'議会)の議員にはじめて選出




















B. Simon， Education and the Labour Movemeηt 1870-1920 (London 1965) p.204. B.サイモン








Brennan ed. Education 10γNatioηal Effiαiency: the Contributioη 01 Sidney and Beatrice Webb 
(London 1975) p. 16.拙稿「コレクティプ・ルールからコモン・ルールへ一一シドニー・ウエツ
プの労働組合論の発展一一J r大原社会問題研究所雑誌、JNo.490 (1999年 9月)1-22賞，を参照
のこと。他に， McBRIAR， op. cit.， especialIy chapter VlI， A. Saint，“Technical Education and 
the Early LCC" in A. Saint ed. Politics and the Peo.ρle 01 London， The London County Council 
1889-1965 (London 1989) ， G. Gibbon and R. W. BelI， Histoη01 the London County Council 
1889-1939 (London 1939)， especially chaptぽ 10.も参照されたい。邦諮文献としては，三好{雲
浩 Fイギリス労働党公教育政策史(預紀書房， 1974年)，大田直子 Fイギリス教育行政制度成立
史J (東京大学出版会， 1992年)を参照されたい。







かった 7)。ところが， 1893年にかれは，新設された TEBの議長として就任し，以後
1898年まで継続してその任につき，ロンドンの「技令官教育J の実践に大きな影響力を
発揮した 8)。シドニーは， TEBの教育顧問兼事務官のW.ガーネット (W.Gar句
nett) とともに， 1894年 5月29日に「中等教育に関する王立委員会 (RoyalCommis-







7) 教育問題に関する，比較的早い待期の言及は以下の文献を参照されたい。 S.Webb，“Facts for 
Londoners" Fabian Tracfs， no. 8 (1889) pp. 1-55. 




点を高く鞘隠している。 Gibbonand Bell， op. cit.， pp. 246-247本稿は，技術教育評議会，とりわ
けシドニーの活動が， 1902年教育法をもたらしたのか寄かという，この時期の教育史研究におけ
る大きな論点について，言言及することはできない。大田は， 1902年法はシドニ…ではなく， R. 
モラントの構想、が具体化したものであったと論じていたが，大聞の見解も含めて従来の評価につ
いては，大田，前掲警，とくに第三部を参照されたい。本稿も，シドニー・ウェッブの教予言論等
について同脅から多くの点、を学んだ。また，ビアトリス・ウェッブの児島平については， B. Webb， 
(ed. B. Drake and M. 1. Cole with an introduction by G. Feaver) Ou1' Partηe1'ship (Cambridge 
1948 1975ed.) especially， chapter 2を参照されたい。
9 ) Royal Commission on Secondaη Education [vol. I]， pp 1895 XLlV. Minutes of evidence， S 



























10) S. Webb (2， 658) 
11) S. Webb (2， 644) 
12) B. Webb， op. cit.， p.80. 
13) Ibid， p.80.大図，前掲書， 257頁。
14) Rψort 01 the Teclmical Education Board lor the year 1893-1894. (5， Jun巴 1894)in Royal 
Commission on Secoηdωy Education [voI.I] op. cit.， Appendix. No. 4 pp. 547-548なお， H. 
Llewellyn Smith， Rψort to the 5抑cialCommittee 0η Technical Education， London County 
Council， 1892.は未見である。
15) B. Webb， op. cit.， p.79. Saint， op. cit.， p.78. 
152 帯主教大学総合研究所紀婆 第 7号
そのなかでも「下級奨学金J CJunior County Scholarship)， r中級奨学金J (Interme-
diate County Schorship)，そして「上級奨学金J (Senior County Scholarship)が，
規模と相互の関連性においてとくに重要な位置を占めていたと患われる 1九「下級奨






















16) TEBの奨学金は，他に「芸術奨学金J (Art Scholarship )と「家政奨学金J (Domestic巴con-
omy Scholar)があった。 Rψort01 the Technical Education Board， op. cit. ， pp. 552-553. 
17) 第 l司自の下級奨学生の親が，どのような職業に従事しているかを示すデーターが「技術教育
評議会報告書」に掲載されている。これを参療すると，もっとも多かったのが「織人J (Arti-
sans)で41人，以下「労働者J (Labour) 28人 r給与所得者J (Salaried， & c.) 26人 r他の賃
金労働者J (Other wag邑 earners)23人製造業者J (~anufacturers) 2人と，下j習中産階級
が主体であることがわかる。 ibid，pp. 578-581. 













ンス語， ドイツ語，スペイン語，裁経等を含み 4つの選択グループのなかから 3つ
のグループを選び，そこで 4科白を受験することが課せられていた。当時 r中級奨
学金」は r下級奨学金」と比べて，まだ本格的な実施段階には至っておらず，報告












の後継者である R.C.フィルモアと，連名で rLCCの15年間の活動J という選挙用
19) Rψort 01 the Technical Education Board， op. cit.， p. 550. 
20) Ibid， p. 51. 
21) S. Webb (2， 700) 



























23) R. C. Phillimore and S. Webb，“Fifteen Years' W ork on the London County Council: A 
Letter to the Electors of Deptford" (January 1907) p.18. Passfield Papers sec. N Item 1: 
70-81 (The British Library of Political and Economic Science) 
24) The London Technical Education Gazette， vol. I， no. 28， February 1897. cited in Brennan， 
op. cit. ， p.29. 























才能 (specialisedknowledge and scientific attainments) J を持った人物が，効率の
高い産業に誘引きれ，そしてまたかれらが，当該産業を一層効率的にしていくのであ
26) S. and B. Webb， lndustn'al Democracy， op. cit.， p. 807叩 850邦訳書g:， 989-1043]i。以下の整理
についてくわしくは，拙稿「ウェッブ夫妻の労働組合主義研究のー断商……頭脳労働者の役割を
めぐって一一」経済史研究会編 f欽米資本主義の史的展開J (思文間出版， 1996年) 149-172頁，
を参照されたい。また，ウエツプ夫姿のナショナJレ・ミニマム概念については，前掲 rコレク
ティブ・ Jレールからコモン・ノレールへJ および，拙稿「コンベンショナJレ・ミニマム，モラル・ミ
ニマム，ナショナル・ミニマムー r産業民主総論点の形成…一J rf弗教大学総合研究所紀要3 第
2号 (1995年 3月)78-106頁，もあわせて参照されたい。
27) S. and B. Webb， The Hist01Y 01 Trade Unionism， op. cit. ， p.16.邦訳蓄 61]i。




























29) S. and B. Webb， Industrial Democraの1，op. cit.， pp. 727， 748.邦訳書， 888， 913賞。
30) G. Bernard Shaw，“Report on Fabian Policy and R巴so!utions"Fabian Tracls， no. 70. (Ju!y 
1896) pp. 1-15. 
31) CONGRES INTERNA TIONAL SOCIALISTE D五STRA VAILLEURS ET D丘SCHAM. 
BR広SSYNDICALES OUVRIERES， LONDR忍S26 ]UILLET -2 AOUT 1896 (n. d. reprint 















すなわち， r 1 ，半日勤務労働者 (ha!f-timers) として児童が雇用される最低年齢
は，すぐに14歳にヨiき上げられ 2年以内に16裁まで号|き上げられるべきである。 2，












32) Cf. Thirteenth Annual Rψort on the work 01 the Fabian 5，似たか (31stMarch 1896) p. 7. 
33) G. B. Shaw， op. cit.， p. 9. 
34) S. and B. Webb， lndustn'al Democraの1，op. cit.， pp. 454-481.邦訳警， 548-583賞。
35) G. B. Shaw， op. cit.， p.9 
36) S. and B. Webb， lndustrial Democracy， op. cit.， pp. 749-751.邦訳書， 914-916亥。ウエツプ夫
姿の「寄生産業J 理解については rむすびにかえて」で簡単に論及する。
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ていた成人労働者のためにも必要な政策であったといえよう。このような論理から導



























37) Ibid， pp. 768-771.邦訳書， 939-943頁。





























































































41) D. Howell， British Workers and the lndependent Labouァ Party1888-1906 (Manchester 
1983) p. 298.ケア・ハーディーに関する邦語文献としては，小I!喜子 rケア・ハ…テ。イ J (講談役，
1980年)を参照のこと。






























































44) 結果として，第 I項目以外については，第 2項目がすでにブリュッセル大会(1891年)で決議
されているということから全文が「削除j され，第 3項巨では「徐々にj が削除された。した





























45) ツェトキンの社会主義思想については，伊藤セツ Fクララ・ツェトキンの婦人解放論J (有斐
関， 1984年)を参照されたい。































指摘していた。ベルリン会議についてくわしくは， K. E. Born， Staat und Sozialtolitik seit Bisma-
crks Sturz (Wiesbaden 1957) S. 84-90.鎌国武治訳 Fビスマルク後の国家と社会政策(法政大学
出版局， 1973年)121-129賞。を参照されたい。 S.Webb and H. Cox， The Eight Hours Day 






























49) S. and B. Webb， lndustrial Democraの"op. cit.， pp. 863-872邦訳書， 1048-10610 
50) Ibid， p.872邦訳書， 1060頁。 なお，かれらは，保護貿易については，その帰結が当該国での
産業の萎縮となり，しかも翰入を制限することによって「寄生産業」を発展させることを意味す





























きないといえよう。 cf.“Mr.Sidney Webb， L. C. C. on the Congress" inηze ConjセrenceRecord， 
No. 3 (July 28 1896) in CONGR主S，TOME10， p.302 
52) シドニ…は1889年の『フェビアン論集』で， ri土会有機体」による見方から臨家間の優劣を比
較し，イギリスの競争相手としてドイツに注目していた。 cf.S. Webb， 
Socialism" in G. B. Shaw， S.Webb， G. Wallas， S. Olivier， W. Clalke， A. Besant and H. Bland 
(With a New Introduction by A. Briggs) Fabian Essays in Socialism， (London 1889 6th ed. 
1979) p. 90 
